「フェーズ６」宣言へ…ＷＨＯ緊急委員会、引き上げを勧告
6月11日23時2分配信 読売新聞
　【ジュネーブ＝平本秀樹】世界保健機関（ＷＨＯ）は１１日、新型インフルエンザ（豚インフルエンザ）の警戒水準をめぐって専門家による緊急委員会を開催し、同委はマーガレット・チャン事務局長に対し、世界的大流行（パンデミック）を意味する最高の「フェーズ６」への引き上げを勧告した。

　ＷＨＯ関係者が本紙に明らかにした。チャン事務局長は同日夕（日本時間１２日未明）、記者会見で引き上げを宣言する。

　メキシコ、米国で４月以後、急速に広がった新型インフルエンザは、ＷＨＯによると１１日までに世界７４か国・地域に拡散し、感染者は２万７０００人以上に達する。感染者の増大は、冬に入った南半球で顕著で、オーストラリアでは毎日１００人のペースで増え、１２００人を超した。

　ＷＨＯの警戒水準は地理的な広がりを尺度に定められており、フェーズ６は、世界の２地域で人から人への持続的感染が起きていることが条件。北米に加え豪州でも人から人への持続的感染が確認されたため、フェーズ６への引き上げが避けられなくなった。

　チャン事務局長は、感染者の大半の症状が軽度であることを踏まえ、警戒水準引き上げに当たって、渡航制限や企業活動自粛など人やモノの移動を制限する措置が必要ないことを説明し、各国に冷静な対応を求める。

　新型インフルエンザの世界的大流行は死者１００万人に及んだとされる１９６８年の「香港風邪」以来４１年ぶり。

　新型インフルエンザが拡大する過程では、警戒水準が各国の対策を左右するだけに、ウイルスの地理的な広がりだけでなく、病原性の強弱を表す新たな尺度の必要性も認識された。ＷＨＯは今回は「重症」「中度」「軽症」の３段階のうち「中度」としている。

　ＷＨＯは新型インフルエンザの警戒水準を４月２９日にフェーズ５に引き上げた。

　５月初め、英国やスペインでも感染者が増大し、フェーズ６への引き上げが本格的に検討されたが、世界的大流行を宣言することによる経済的、社会的影響への懸念から、欧州諸国のほか日本や中国が反対したため、引き上げは見送られていた。
最終更新:6月11日23時2分
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（1） 低炭素革命で、世界をリードする国
(1) 《(1)太陽光世界一プラン》 
(2) 《(2)エコカー世界最速普及プラン》 
（2） 安心・元気な健康長寿社会 
《(1)３０万人介護雇用創出プラン》 
《(2)地域医療再生プラン》 
（3） 日本の魅力発揮
《(1)キラリと光る観光大国》 
　政府としては、まず日本へのアクセス改善に取り組みます。御存じかと思いますが、成田空港の場合、外国人の入国審査の待ち時間は最長28分。これを半減させて15分。成田空港から羽田空港の国内線への乗り継ぎ時間を、現在の100分程度から50分台へと半減させます。 　観光地の無電柱化。
《(2)日本のソフトパワー発信》 
日本のソフトパワーの人気というものをビジネスにつなげるということで、2020年には20兆円から30兆円規模の一大産業に育成し、50万人の新規雇用を創出したいと思っております。
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